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１．はじめに

近年，2004年に瀬戸内海での海砂採取が禁止され，

さらに2007年には中国輸入砂の供給が停止したことに

より，これらの供給に頼ってきた近畿地区では，代替の

細骨材資源が必要となってきている．

このような状況の中で，ダム堆砂に着目し，前報 で１）

は布目ダムで採取した堆砂が， 有力な細骨材資源で

あることを報告した．

本研究では，ダムの躯体内際に堆積するヘドロを土

壌改良することにより，路床材および下層路盤材の代

替材料として活用できるかどうかについて検証する．

２．ヘドロの採取位置

は，京阪神地区に近い淀川・木津川水系の図-1

ダムの一覧である． は，ヘドロを採取した写真-1

布目ダムである．採取位置は，下流域への環境対

策として，流入する粘土分を沈降させて除去する

目的で築造された副ダムの躯体内際から採取した．

また，土壌改良材は，多量に添加しても六価クロ

ムが基準値以下の溶出となるように，ヘドロ用の

セメント系土壌改良材を使用した．

３．目標とする強度

路床材料としては，軟弱層を改良した際の７日

養生後の路床のＣＢＲ値の設計における上限が20

であるため，ＣＢＲ値20を目標強度とした．下層

路盤材料としては，セメント改良した下層路盤材

の７日養生後の品質規格が一軸圧縮強さで0.98

図-1 淀川・木津川水系のダム

写真-1 布目ダムの全景

MPaであることから，この値を目標強度とした．
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４．ＣＢＲ試験結果

ＣＢＲ試験における土壌改良材の添加量は，４

％，６％，８％，10％，20％，30％とし，試験方

法は舗装調査・試験法便覧に準じた．

ＣＢＲ試験結果を に，土壌改良材の添加量表-1

とＣＢＲ値の関係を に示す．この図より，Ｃ図-2

ＢＲ＝20％を満足させる添加量は，13.5％となっ

た．また，１ｍ 当たりの添加量は，無添加時の３

湿潤密度の値1.452より196 kgとなり，30cm厚の概

算価格は2,030円/㎡となった．

添加量(kg)：1000×1.452×0.135 ＝ 196 kg

５．一軸圧縮試験結果

一軸圧縮試験における土壌改良材の添加量は，

４％，６％，８％，10％，20％，30％，40％とし，

試験方法は舗装調査・試験法便覧に準じた．

一軸圧縮試験結果を に，土壌改良材の添加表-2

量と一軸圧縮強度の関係を に示す．この図よ図-3

り，一軸圧縮強度＝0.98 MPaを満足させる添加量

は，19.2 ％となった．また，１ｍ 当たりの添加３

量は，無添加時の湿潤密度の値1.408より270kgと

なり，20cm厚の概算価格は1,920円/㎡となった．

添加量(kg)：1000×1.408×0.192 ＝ 270 kg

６．まとめ

①ダム堆砂の内，ヘドロ部分についても所定の土

壌改良材を添加することにより，路床材料および

下層路盤材料として活用できる．

②路床材料としてＣＢＲ＝20％を満足させる土壌

改良材の添加量は，13.5％，1ｍ 当たり196 kgと３

なり，下層路盤材料として一軸圧縮強度0.98 MPa

を満足させる添加量は，19.2％，１ｍ 当たり270３

kgとなる．
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表-1 ＣＢＲ試験結果

図-2 ＣＢＲ値と土壌改良材の添加量

表-2 一軸圧縮強度試験結果

図-3 一軸圧縮強度と土壌改良材の添加量

添加量  

（％）  

含水比  

（％）  

湿潤密度  

（ g/cm 3）  

乾燥密度

（ g/cm 3）  

一軸圧縮強度

N/m２）  

４％ 86.5 1.420 0.761 33.5

６％ 83.4 1.433 0.781 38.5

８％ 78.7 1.461 0.817 81.8

10％ 73.5 1.486 0.856 186.7

20％ 62.6 1.543 0.948 1145.3

30％ 55.5 1.603 1.030 2596.6

40％ 47.2 1.631 1.108 5048.5
 

添加量  

（ ％ ）  

含 水 比  

（ ％ ）  

湿 潤 密度  

（ g/cm 3）  

乾 燥 密度  

（ g/cm 3）  

Ｃ Ｂ Ｒ値  

（ ％ ）  

４ ％  84.6 1.463 0.793 1.3 

６ ％  84.5 1.468 0.795 4.0 

８ ％  84.3 1.470 0.797 7.6 

10％  84.2 1.484 0.805 12.8 

20％  70.1 1.522 0.895 49.9 

30％  44.4 1.608 1.114 175.7 
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